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『
華
陽
国
志
』
列
女
伝
記
研
究
　
(
I
)

下
　
見
　
隆
　
雄

『
華
陽
国
志
』
は
、
晋
の
常
球
(
生
卒
年
へ
推
定
A
D
三
-
四
C
へ
任
乃
強
は
'
約
A
D
二
九
1
-
三
六
一
と
推
定
)
　
撰
と
伝
え
ら
れ

る
。
内
容
は
'
古
代
か
ら
始
ま
-
永
和
三
年
(
A
D
一
二
四
七
)
　
に
終
わ
る
　
(
序
志
)
。
今
の
四
川
・
雲
南
・
貴
州
か
ら
甘
粛
・
陳
西
・
湖

北
等
の
歴
史
地
理
に
つ
い
て
記
す
。
全
体
は
'
概
ね
三
部
に
分
け
ら
れ
へ
そ
の
1
'
巻
l
巴
志
へ
巻
二
漠
中
志
へ
巻
三
萄
志
へ
巻
四
南
中

志
は
'
梁
・
益
・
寧
三
川
の
歴
史
地
理
や
風
俗
な
ど
を
述
べ
る
。
そ
の
二
へ
巻
五
公
孫
述
劉
二
牧
志
へ
巻
六
劉
先
主
志
へ
巻
七
劉
後
主
志
へ

巻
八
大
同
志
へ
巻
九
李
特
雄
期
寿
勢
志
は
'
編
年
体
で
'
公
孫
述
や
劉
君
劉
埠
等
以
来
の
政
権
の
興
亡
か
ら
西
晋
統
一
頃
ま
で
の
歴
史
を

記
す
。
そ
の
三
へ
巻
一
〇
先
賢
士
女
護
へ
巻
〓
後
賢
志
へ
巻
二
一
序
志
井
益
梁
寧
三
州
先
漠
以
来
士
女
目
録
は
'
漠
か
ら
晋
初
年
ま
で

の
賢
士
や
列
女
の
伝
記
を
記
す
。
こ
の
内
へ
特
に
'
巻
一
〇
上
・
中
・
下
の
先
賢
士
女
讃
に
は
'
漠
か
ら
晋
初
年
ま
で
の
賢
士
や
列
女
の

伝
記
を
収
め
へ
そ
こ
に
は
'
女
性
史
研
究
の
観
点
で
価
値
の
高
い
資
料
が
確
認
さ
れ
る
。
上
に
は
、
萄
郡
の
列
女
一
二
人
が
見
え
へ
巴
郡

部
分
は
今
欠
け
る
　
(
日
録
に
は
'
列
女
八
人
)
。
中
に
は
'
広
漠
郡
の
列
女
二
人
へ
瞳
為
郡
の
列
女
九
人
が
見
え
る
。
下
に
は
'
漠
中

郡
の
列
女
九
人
へ
梓
滝
部
に
は
列
女
三
人
が
紹
介
さ
れ
る
。
(
他
に
へ
巻
一
二
の
符
県
に
'
「
先
泥
和
女
」
が
見
え
る
)
0

こ
の
書
で
評
価
し
賞
賛
さ
れ
る
女
性
は
'
先
ず
へ
賢
明
な
見
識
や
厚
い
母
性
実
践
の
婦
徳
に
よ
っ
て
へ
夫
や
子
の
社
会
的
活
動
を
支
援

し
'
家
を
守
護
し
て
家
門
を
運
営
維
持
す
る
妻
や
母
で
あ
る
。
例
え
ば
'
梓
撞
郡
の
「
王
堂
夫
人
」
は
'
菊
郡
の
「
王
達
妻
」
へ
牲
為
郡

の
「
王
博
妻
」
と
と
も
に
三
母
と
し
て
称
え
ら
れ
'
特
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
他
へ
萄
郡
の
　
「
張
覇
夫
人
」
・
「
股
仲
孫
婦
」
へ
広
漠
郡

の
「
任
安
母
」
・
「
妻
詩
妻
」
　
(
『
後
漢
書
』
列
女
伝
に
も
見
え
る
)
・
「
摩
伯
妻
」
・
「
汝
敦
妻
」
へ
健
為
郡
の
「
楊
文
方
妻
」
へ
漠
中
郡
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の
「
程
祇
妻
」
(
『
後
漢
書
』
列
女
伝
に
「
陳
文
矩
妻
」
と
し
て
見
え
る
)
・
「
楊
矩
妻
」
・
「
遭
宣
妻
」
・
「
陳
省
妻
」
・
「
張
亮
則
夫

人
」
等
'
い
ず
れ
も
婦
徳
に
明
る
-
'
家
に
お
け
る
母
性
実
践
に
精
通
し
て
い
る
。

次
に
へ
妻
の
貞
節
に
関
連
し
て
称
え
ら
れ
る
女
性
が
多
い
。
中
で
も
へ
再
婚
拒
否
の
事
例
が
多
く
萄
郡
で
は
'
「
公
乗
会
婦
」
・
「
楊

鳳
珪
妻
」
・
「
便
敬
賓
妻
」
・
「
景
奇
妻
」
・
「
適
意
妻
」
へ
広
漠
郡
で
は
'
「
摩
伯
妻
」
・
「
便
敬
妻
」
・
「
王
輔
妻
」
・
「
季
宰
妻
」
・

「
楊
文
妻
」
・
「
衷
椎
妻
」
・
「
王
上
奏
」
へ
牲
為
郡
で
は
'
「
相
登
妻
」
・
「
周
紀
妻
」
・
「
張
惟
妻
」
・
「
声
仲
譲
妻
」
へ
漠
中
郡
の
「
曹

寧
妻
」
へ
梓
逼
郡
の
「
虞
顕
妻
」
等
が
掲
げ
ら
れ
る
。

ま
た
貞
操
を
固
守
す
る
事
例
も
多
く
萄
郡
の
「
朱
叔
賢
妻
」
へ
巴
郡
の
「
馬
妙
祈
妻
」
・
「
趨
畳
君
妻
」
・
「
王
元
憤
妻
」
と
そ
の
娘
・

「
趨
万
妻
」
へ
漠
中
郡
の
「
遭
嵩
妻
」
等
が
有
る
。

夫
に
殉
死
す
る
も
の
に
'
鍵
為
郡
の
「
儀
成
妻
」
へ
漠
中
郡
の
「
連
子
購
妻
」
へ
夫
の
戸
を
求
め
て
入
水
す
る
も
の
に
'
牲
為
郡
の
「
張

貞
妻
」
が
有
る
。

父
へ
の
母
性
発
揮
で
注
目
さ
れ
る
事
例
も
見
え
へ
萄
郡
の
「
遭
侯
夫
人
」
へ
広
漠
郡
の
'
「
司
馬
雅
妾
」
へ
噂
為
郡
の
「
楊
文
方
妻
」
へ
漠

中
郡
の
「
趨
伯
英
妻
」
(
『
後
漢
書
』
に
も
)
へ
梓
撞
郡
の
「
郭
孟
妻
」
へ
父
の
P
を
求
め
て
入
水
す
る
「
先
尼
和
女
」
(
『
後
漢
書
』
に
も
)

が
注
目
さ
れ
る
。

他
に
へ
夫
が
事
に
坐
し
て
家
族
共
々
囚
わ
れ
へ
夫
と
子
を
逃
亡
さ
せ
る
た
め
に
へ
妻
が
犠
牲
に
な
る
牲
為
郡
の
「
遁
盛
道
妻
」
や
'
己

の
知
人
に
対
し
て
父
の
仇
討
ち
を
遂
げ
た
妻
に
感
動
し
て
'
共
に
亡
命
す
る
梓
撞
郡
の
「
郭
孟
妾
」
の
話
等
は
興
味
深
い
。

ま
た
学
問
教
養
の
豊
か
な
女
性
へ
の
関
心
も
明
確
で
あ
り
'
女
尚
書
の
俊
と
さ
れ
た
漢
中
郡
の
「
張
亮
則
夫
人
」
へ
詩
礼
を
読
む
梓
撞

郡
の
三
母
の
l
た
る
「
王
堂
夫
人
」
や
'
萄
郡
の
「
張
覇
夫
人
」
・
「
王
達
妻
」
へ
広
漠
郡
の
'
「
摩
伯
妻
」
へ
曜
為
郡
の
「
王
博
妻
」
・
「
楊

文
方
妻
」
へ
漠
中
郡
の
「
程
祇
妻
」
・
「
楊
矩
妻
」
・
「
遭
宣
妻
」
等
に
も
へ
そ
の
賢
明
な
母
性
発
揮
に
は
'
確
か
な
賢
識
の
裏
付
け
が

感
じ
ら
れ
る
。
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晋
の
骨
頂
撰
と
さ
れ
る
こ
の
書
は
'
『
四
庫
全
書
提
要
』
史
部
・
載
記
類
に
よ
れ
ば
t
 
l
二
巻
へ
付
録
l
巻
と
す
る
。
ま
た
へ
『
障
書
』

経
籍
志
覇
史
類
に
'
『
漠
之
書
』
一
〇
巻
へ
『
華
陽
国
志
』
一
二
巻
と
見
え
る
が
'
『
漠
之
書
』
は
現
存
し
な
い
。
巻
数
は
、
帽
志
・
旧
唐

蕊
(
現
本
旧
唐
志
は
三
巻
と
)
は
相
合
し
。
新
唐
志
が
一
三
巻
と
す
る
の
は
伝
写
の
誤
り
と
い
う
。
な
お
へ
書
目
類
に
は
'
二
巻
・
三
巻
・

一
〇
巻
二
三
巻
二
五
巻
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
版
本
の
種
類
も
多
く
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
へ
朱
士
嘉
「
華
陽
国
志
版
本
考

略
」
(
燕
京
学
報
七
〇
・
七
一
へ
　
l
九
一
二
E
Z
)
が
論
じ
へ
こ
れ
を
補
う
久
村
因
「
『
華
陽
国
志
』
の
版
本
に
つ
い
て
」
(
名
古
屋
大
学
教
養

部
紀
要
一
七
輯
人
文
科
学
社
会
科
学
へ
　
l
九
七
三
)
に
詳
し
い
考
証
が
見
え
る
。
現
在
へ
活
の
顧
観
光
の
校
勘
記
を
付
し
た
「
竜
籍
精
舎
」

本
や
「
国
学
基
本
叢
書
」
本
が
便
利
と
さ
れ
る
。
従
来
は
'
読
み
に
-
い
箇
所
が
多
か
っ
た
が
へ
こ
の
書
の
研
究
も
'
最
近
は
'
詳
細
な

も
の
が
見
え
る
。
上
記
の
他
に
へ
劉
琳
に
よ
る
『
華
陽
国
志
校
注
』
　
(
新
文
豊
出
版
社
へ
一
九
八
九
)
が
あ
り
へ
特
に
'
任
乃
強
著
『
華

陽
国
志
校
補
図
注
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
へ
一
九
八
七
)
は
綿
密
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
へ
『
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研

究
年
報
』
の
l
九
七
g
]
年
以
降
に
'
詳
細
な
訳
注
を
施
し
へ
諸
本
の
異
同
を
校
し
侠
文
を
蒐
集
す
る
研
究
報
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
谷

口
房
男
編
『
華
陽
国
志
人
名
索
引
』
　
(
国
書
刊
行
会
へ
一
九
八
一
)
が
あ
る
。

こ
の
論
考
に
お
い
て
'
筆
者
は
'
中
国
女
性
史
研
究
の
一
端
と
し
て
'
以
上
の
列
女
伝
記
資
料
各
々
に
対
し
て
'
詳
細
に
検
討
を
加
え

て
関
連
資
料
を
照
合
L
へ
歴
史
的
・
思
想
史
的
な
観
点
か
ら
総
合
的
に
そ
の
資
料
価
値
を
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
へ
儒
教
社
会
に
お
い
て

男
性
の
存
立
を
支
え
て
'
社
会
的
存
在
意
義
を
付
与
す
る
上
で
決
定
的
な
重
要
な
役
割
を
果
た
す
女
性
の
役
割
に
つ
い
て
へ
そ
の
姿
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
ず
へ
巻
1
0
上
よ
り
始
め
る
。

3

(
-
)
萄
郡
列
女

①
張
覇
夫
人
司
馬
敬
司
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(
1
)

敬
司
へ
穆
穆
に
し
て
'
暢
に
始
ま
-
玄
に
終
る
。
原
文
(
敬
司
穆
穆
'
暢
始
玄
終
)

(~)

敬
司
は
'
司
馬
氏
の
娘
で
'
五
更
の
張
(
覇
)
伯
鏡
の
妻
で
あ
る
。
覇
の
前
妻
に
'
三
男
一
女
が
有
っ
た
。
敬
司
は
'
一
男
を
産
ん
だ
。

<

"

)

.

_

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

　

.

　

　

.

　

.

　

　

　

　

(

-

)

五
子
を
可
愛
が
-
導
い
て
'
情
愛
に
別
け
隔
て
が
無
か
っ
た
。
覇
が
卒
し
て
'
河
南
に
葬
っ
た
。
敬
司
は
諸
子
と
与
に
菊
に
還
っ
た
。
病

気
に
な
り
'
言
い
遺
し
て
諸
子
に
告
げ
る
'
「
舜
は
蒼
梧
に
葬
ら
れ
た
が
'
二
人
の
妃
は
こ
れ
に
従
っ
て
合
葬
さ
れ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
前
た
ち
の
父
は
梁
に
居
(
て
そ
こ
で
葬
ら
れ
)
ま
し
た
。
わ
た
し
は
自
ら
菊
に
居
ま
す
(
か
ら
、
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
ら
よ
い
と
思
っ
て

い
ま
す
)
。
や
は
り
各
々
の
志
で
す
か
ら
へ
わ
た
し
の
(
死
後
は
)
こ
の
勅
に
適
わ
ぬ
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
。
(
子
ら
は
そ
の
遺
志
に
従

(
6
)

い
'
か
の
女
を
)
そ
の
ま
ま
葛
に
葬
っ
た
。
子
の
光
起
は
'
母
教
を
授
か
り
受
け
て
'
(
後
に
)
聴
士
と
な
っ
た
。
原
文
(
敬
司
馬
氏
女
へ

五
更
張
伯
鏡
妻
也
へ
覇
前
妻
有
三
男
一
女
へ
敬
司
産
一
男
へ
撫
教
五
子
へ
恩
愛
若
一
'
覇
卒
へ
葬
河
南
へ
敬
司
輿
諸
子
還
局
へ
疾
病
へ
遺

令
告
諸
子
日
へ
舜
葬
蒼
梧
'
二
妃
不
従
へ
汝
父
在
梁
へ
吾
自
在
輿
亦
各
其
志
へ
勿
違
吾
勅
也
へ
遂
葬
萄
'
子
光
起
へ
母
数
へ
為
将
士
也
)

○
資
料
研
究

(
-
)
　
「
暢
始
玄
終
」
に
つ
い
て
へ
劉
琳
著
『
華
陽
国
志
校
注
』
　
(
新
文
豊
出
版
へ
一
九
八
九
)
　
は
「
猶
ほ
'
善
始
善
終
と
言
う
が
ご
と
き

な
り
」
と
い
う
が
'
任
乃
強
著
『
華
陽
国
志
校
補
図
注
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
へ
一
九
八
七
)
は
'
特
に
「
玄
終
」
に
つ
い
て
へ
「
玄
」
が
'

古
-
は
理
の
微
妙
な
る
も
の
を
玄
と
称
L
へ
常
度
の
義
に
遭
わ
な
い
義
を
含
有
す
る
点
に
注
目
し
'
こ
れ
は
へ
敬
司
が
葬
に
従
わ
な
か
っ

た
事
実
を
指
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
「
玄
終
」
と
は
'
義
に
通
じ
て
礼
に
違
う
'
是
で
は
あ
る
が
正
で
は
な
い
こ
と
を
い
う

の
で
あ
る
と
す
る
。
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
が
'
穿
ち
す
ぎ
の
感
が
あ
る
。
「
玄
終
」
は
'
葬
局
の
こ
と
に
関
連
し
て
い
う
の
だ
ろ
う
が
'

礼
に
違
う
こ
と
を
暗
示
す
る
と
見
る
よ
り
も
'
む
し
ろ
葬
儀
に
対
し
て
周
囲
の
者
の
形
式
張
っ
た
気
遣
い
の
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
拒
絶
し

た
そ
の
玄
妙
な
配
慮
を
称
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
後
漢
書
』
列
伝
二
六
に
見
え
る
張
覇
伝
に
は
'
覇
が
や
は
り
諸
子
に
遺
勅
し
て
'
死

後
は
'
菊
へ
の
道
は
疎
遠
で
あ
る
か
ら
へ
わ
ざ
わ
ざ
帰
葬
す
る
こ
と
は
な
い
こ
こ
に
葬
っ
て
-
れ
と
い
い
へ
諸
子
は
命
の
ま
ま
に
河
南
の

梁
県
に
葬
っ
た
と
い
う
。
敬
司
の
遺
言
は
'
無
意
味
な
形
式
主
義
を
排
し
た
こ
の
夫
の
遺
勅
に
沿
う
気
持
ち
か
ら
出
た
配
慮
と
見
る
べ
く
'
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「
玄
終
」
は
へ
そ
の
終
わ
り
方
が
立
派
で
あ
っ
た
こ
と
を
称
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
礼
に
違
う
こ
と
に
こ
だ
わ
る
も
の
で
は
あ
る
ま

い
。
『
華
陽
国
志
』
に
張
覇
の
こ
の
遺
勅
の
部
分
は
見
え
な
い
が
'
常
増
が
こ
の
資
料
を
登
載
し
な
か
っ
た
だ
け
で
'
こ
の
よ
う
な
遺
勅

を
残
し
た
人
と
し
て
の
張
覇
の
人
物
像
を
否
定
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
常
氏
が
張
覇
に
関
す
る
こ
の
部
分
に
注
目
し
な
か
っ

た
の
は
,
敬
司
の
人
物
像
を
理
解
す
る
上
で
は
'
必
ず
し
も
優
れ
た
処
置
と
は
い
え
な
い
。
敬
司
の
遺
言
の
資
料
は
'
張
覇
の
遺
勅
と
の

関
連
に
お
い
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

(
2
)
原
文
に
は
'
「
敬
司
馬
氏
女
」
と
あ
る
が
'
巻
一
二
益
梁
寧
一
二
州
先
漠
以
来
士
女
目
録
に
は
'
「
五
更
張
覇
夫
人
司
馬
敬
司
(
成
都

人
也
)
」
と
あ
る
。
任
氏
前
掲
書
は
'
「
司
」
字
が
脱
す
る
も
の
と
す
る
。
「
華
陽
国
志
訳
注
稿
」
(
一
〇
)
(
東
洋
大
学
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
文
化
研
究
所
へ
研
究
年
報
』
第
二
六
号
へ
一
九
九
一
)
も
'
目
録
に
よ
り
へ
訳
文
に
「
司
」
字
を
補
う
。

任
氏
「
注
釈
」
に
い
う
。
「
司
馬
敬
司
」
が
こ
の
女
性
の
全
名
で
あ
る
。
「
司
馬
」
は
生
父
の
姓
で
あ
る
。
女
性
は
外
婚
す
る
と
夫
に
従
っ

て
姓
を
易
え
る
か
ら
へ
父
母
は
命
名
し
て
予
め
本
姓
の
一
字
を
繋
け
て
お
-
の
で
あ
る
。
下
文
の
「
元
常
」
・
「
磨
常
」
・
「
紀
常
」
は

と
も
に
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
「
敬
司
」
は
'
「
司
馬
」
の
一
字
を
裁
っ
て
い
る
。
原
刻
注
文
各
本
は
'
「
司
馬
」
の
「
司
」
字
を
脱
し
て

い
る
。
「
目
録
」
に
「
張
覇
夫
人
司
馬
敬
司
」
と
あ
る
の
で
証
と
で
き
る
。
家
に
在
る
時
は
「
司
馬
敬
司
」
と
称
L
へ
張
覇
に
嫁
し
て
は
、

「
張
敬
司
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
後
世
へ
女
子
に
名
が
無
-
'
但
に
「
張
常
氏
」
と
か
「
張
本
常
」
と
か
称
す
る
類
は
'
お
そ
ら
く
此

に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
へ
注
に
「
五
吏
張
伯
鏡
妻
也
」
と
あ
り
へ
下
文
に
ま
た
す
ぐ
「
覇
前
妻
云
々
」
と
あ
る
。
案
ず
る
に
へ

史
法
と
し
て
「
五
更
張
覇
伯
鏡
妻
也
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
名
を
称
し
て
字
に
連
ね
る
の
が
前
各
巻
の
例
で
あ
る
。
名
字
を
一
事
に
互

用
す
る
こ
と
は
'
前
に
そ
の
例
が
無
い
。
以
上
の
理
由
で
'
「
司
」
字
と
「
覇
」
字
を
補
う
と
。

劉
氏
前
掲
書
巻
1
0
上
註
に
い
う
。
本
書
で
'
婦
女
姓
名
を
称
す
る
に
'
も
し
単
名
な
ら
ば
、
常
に
名
を
称
し
て
前
に
へ
姓
を
称
し
て

後
ろ
に
在
る
。
も
し
,
姓
が
「
司
馬
」
で
'
名
が
「
敬
」
な
ら
へ
「
敬
司
」
と
称
L
へ
姓
が
「
陳
」
名
が
「
助
」
な
ら
へ
「
助
陳
」
へ
姓
が
「
常
」

名
が
「
元
」
な
ら
へ
「
元
常
」
へ
姓
が
「
羅
」
名
が
「
貢
」
な
ら
へ
「
貢
羅
」
へ
姓
が
「
楊
」
名
が
「
進
」
な
ら
へ
「
進
楊
」
と
各
々
称
す
る
等
々
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で
あ
る
。
こ
れ
が
東
漢
魂
晋
人
の
習
慣
で
あ
る
と
。

(
3
)
張
覇
の
伝
は
'
巻
一
〇
上
「
萄
郡
士
女
」
に
見
え
る
。
「
衝
欺
'
文
父
へ
叡
発
な
る
こ
と
幼
童
よ
り
し
,
徳
は
会
稽
を
清
か
に
し
,

道
は
砕
確
に
崇
か
L
L
と
あ
る
。
原
注
に
'
「
張
覇
へ
字
は
伯
鏡
へ
謡
は
文
父
と
日
ふ
。
成
都
の
人
な
り
。
年
数
歳
に
し
て
,
以
に
礼
儀

を
知
る
。
諸
生
の
孫
林
・
劉
国
・
段
著
等
'
之
を
宗
と
し
て
'
家
を
其
の
字
下
に
移
す
。
母
に
啓
し
て
師
に
就
き
て
学
ば
ん
こ
と
を
求
む
。

母
へ
其
の
稚
な
る
を
憐
れ
む
に
'
対
へ
て
日
工
鏡
か
に
能
-
す
と
。
故
に
伯
鏡
と
字
す
る
な
り
。
会
稽
太
守
と
為
り
,
乱
を
軽
め
治
を

興
す
。
文
学
を
立
て
、
学
徒
へ
千
を
以
て
数
ふ
。
風
教
大
い
に
行
は
れ
へ
道
路
に
但
だ
諭
声
を
間
-
の
み
。
百
姓
へ
之
を
歌
詠
す
。
致
達

せ
る
名
士
へ
顧
奉
・
公
孫
桧
・
畢
海
・
胡
母
官
・
万
虞
先
・
王
演
・
李
根
へ
皆
へ
大
位
に
至
る
。
郡
に
在
る
こ
と
十
年
,
道
有
る
を
以
て

徴
せ
ら
れ
'
議
郎
に
拝
せ
ら
れ
'
侍
中
に
遷
る
。
遂
に
覇
に
五
更
を
授
け
へ
大
学
に
尊
び
礼
す
。
年
老
い
て
卒
L
へ
河
南
に
葬
ら
る
」
と

ぁ
る
。
『
後
漢
書
』
列
伝
二
六
張
覇
伝
に
よ
れ
ば
'
「
張
覇
へ
字
は
伯
鏡
へ
萄
郡
の
成
都
の
人
な
り
。
年
数
歳
に
し
て
,
孝
譲
を
知
り
,
出

入
飲
食
と
錐
も
自
然
に
礼
に
合
す
。
郷
人
、
号
し
て
張
曾
子
と
為
す
。
七
歳
に
し
て
春
秋
に
通
じ
へ
復
た
余
経
に
進
ま
ん
と
欲
す
。
父
母

日
く
'
汝
へ
小
、
未
だ
能
-
せ
ざ
る
な
り
と
。
覇
日
工
我
へ
鏡
か
に
之
を
為
す
と
。
故
に
字
し
て
鏡
と
日
ふ
。
後
に
,
長
水
校
尉
契
備

に
就
き
て
巌
氏
公
羊
春
秋
を
受
け
、
遂
に
五
経
を
博
覧
す
。
諸
生
へ
孫
林
・
劉
国
・
段
著
等
'
之
を
慕
ひ
て
'
各
,
宅
を
其
の
傍
ら
に
市

め
て
'
以
て
就
き
て
君
に
学
ぶ
。
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
て
'
光
録
の
主
事
な
-
。
箱
に
遷
り
て
'
永
元
中
に
会
稽
太
守
と
為
る
。
郡
人
処
士
,

顧
奉
・
公
孫
松
等
を
表
用
す
。
奉
へ
後
に
穎
川
太
守
と
為
る
。
桧
へ
司
隷
校
尉
と
為
る
。
並
び
に
名
称
有
-
。
其
の
余
の
業
行
有
る
者
,

皆
へ
擢
用
せ
ら
る
。
郡
中
へ
争
ひ
て
志
節
を
属
し
-
し
て
'
経
を
習
ふ
者
へ
千
を
以
て
数
ふ
。
道
路
に
但
だ
墾
戸
を
聞
く
の
み
。
初
め
,

覇
へ
焚
億
の
刺
せ
る
巌
氏
春
秋
の
'
猶
ほ
煩
辞
多
き
を
以
て
'
廼
ち
減
定
し
て
二
十
万
言
と
為
し
'
更
め
て
張
氏
学
と
名
づ
く
。
覇
,
始

め
て
到
り
し
と
き
へ
越
賊
未
だ
解
け
ず
し
て
'
郡
界
へ
牢
か
な
ら
ず
。
乃
ち
書
を
移
し
て
贋
を
開
き
へ
倍
賞
を
明
用
す
。
賊
へ
遂
に
手
を

束
ね
て
帰
付
し
て
'
士
卒
の
力
を
煩
は
さ
ず
。
童
謡
に
日
-
、
我
が
我
を
弄
て
'
我
が
矛
を
指
つ
。
盗
賊
尽
き
て
,
官
皆
休
ふ
と
。
事
を

視
る
こ
と
三
年
へ
接
吏
に
謂
ひ
て
日
工
太
守
へ
孤
生
自
り
起
ち
て
5
位
を
郡
主
に
致
せ
り
。
蓋
し
日
中
す
れ
ば
則
ち
移
り
,
月
満
つ
れ
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ば
則
ち
厨
-
。
老
氏
に
一
妄
り
,
足
る
を
知
れ
ば
辱
め
ら
れ
ず
と
。
遂
に
病
を
上
す
。
後
に
徴
せ
ら
れ
'
四
た
び
遣
り
て
'
侍
中
と
為
る
。

時
に
,
皇
后
兄
虎
責
中
郎
将
部
階
,
朝
に
当
た
り
て
貴
盛
な
り
。
覇
の
名
行
を
聞
き
て
,
与
に
交
わ
り
を
為
さ
ん
と
欲
す
。
覇
へ
達
巡
し

て
答
へ
ず
。
衆
人
,
其
の
時
務
を
識
ら
ざ
る
を
笑
ふ
。
後
,
当
に
五
更
と
為
る
べ
き
に
'
会
ま
病
み
て
卒
す
。
年
七
十
へ
諸
子
に
遺
勅
し

て
日
く
,
普
,
延
州
斉
に
使
ひ
し
て
,
千
,
最
博
に
死
す
。
因
り
て
路
側
に
次
し
て
'
遂
に
以
て
鳶
に
葬
る
。
今
へ
菊
の
道
阻
遠
な
り
。

宜
し
-
帰
塾
す
べ
か
ら
ず
。
此
に
止
ま
り
て
葬
る
可
し
。
髪
歯
を
戚
す
る
に
足
る
の
み
。
努
め
て
速
や
か
に
朽
に
遵
ひ
て
'
我
が
本
心
に

副
へ
。
人
生
一
世
,
但
だ
当
に
人
を
畏
敬
す
べ
し
。
若
し
,
不
善
己
に
加
は
れ
ば
'
直
に
為
に
之
を
受
け
よ
と
。
諸
子
命
を
承
け
'
河
南

の
梁
県
に
葬
る
。
困
り
て
遂
に
鳶
に
家
す
。
将
作
大
匠
雀
輔
等
,
諸
門
人
と
与
に
本
行
を
追
録
し
て
'
諒
し
て
憲
文
と
日
ふ
」
と
あ
る
。

『
華
陽
国
志
』
の
記
載
と
異
な
る
点
が
多
い
。
以
下
へ
こ
れ
を
検
討
す
る
。

先
ず
,
諒
を
「
文
父
」
と
す
る
『
華
陽
国
志
』
に
対
し
て
,
『
後
漢
書
』
で
は
,
「
憲
文
」
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
へ
恵
棟
『
後
漢
書

補
注
』
巻
l
は
注
目
す
る
に
止
ま
る
が
,
任
氏
『
華
陽
国
志
校
補
図
注
』
は
,
親
晋
時
に
'
張
覇
伝
に
は
両
種
が
存
在
し
た
も
の
と
す
る
。

l
は
官
撰
の
も
の
,
即
ち
『
東
観
漠
記
』
本
伝
で
、
謝
承
・
苑
輝
等
の
『
後
漢
書
』
は
こ
れ
に
依
っ
た
。
l
は
雀
醸
奪
門
人
私
撰
の
も
の

で
,
陳
寿
『
益
部
署
旧
伝
』
(
『
御
覧
』
巻
三
五
二
)
や
常
壕
の
1
讃
注
」
等
は
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
と
す
る
。
明
確
に
は
区
別
し
が
た
い

が
,
例
え
ば
,
『
華
陽
国
志
』
が
「
遂
に
覇
に
五
更
を
授
け
」
と
す
る
に
対
し
て
,
『
後
漢
書
』
は
「
後
、
当
に
五
更
と
為
る
べ
き
に
'
会

ま
病
み
て
卒
す
」
と
し
て
お
り
。
『
華
陽
聖
心
』
の
記
述
に
,
親
し
い
人
へ
の
賞
賛
効
果
を
期
待
す
る
私
撰
の
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と

は
感
じ
ら
れ
る
。

1
年
数
歳
に
し
て
,
以
に
礼
儀
を
知
る
」
に
つ
い
て
,
『
後
漢
書
』
は
「
孝
譲
」
と
し
へ
「
張
曾
子
」
な
ど
記
述
は
詳
し
い
。
『
東
観
漠
記
』

(
『
御
覧
』
巻
四
一
二
)
に
,
「
張
覇
,
字
は
伯
鏡
,
萄
郡
成
都
の
人
。
年
,
数
歳
へ
敢
ふ
所
有
れ
ば
'
必
ず
先
ず
父
母
に
譲
る
。
郷
里
号

し
て
張
曾
子
と
日
ふ
」
と
あ
る
。
沈
欽
韓
『
後
漢
書
疏
証
』
巻
三
は
,
「
張
曾
子
」
は
　
「
関
西
孔
子
」
(
『
後
漢
書
』
列
伝
四
四
楊
震
伝
)

の
ご
と
し
と
し
,
『
新
唐
書
』
東
夷
伝
(
列
伝
一
四
五
)
の
百
済
王
義
慈
が
孝
友
で
「
東
海
曾
子
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
な
お
へ
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『
益
部
着
旧
伝
』
(
『
御
覧
』
巻
三
八
五
)
に
は
、
「
歳
数
歳
へ
礼
義
を
知
る
。
郷
人
号
し
て
張
僧
子
と
日
ふ
」
と
あ
る
。

「
諸
生
の
孫
林
・
劉
固
・
段
著
等
'
之
を
宗
と
し
て
'
家
を
其
の
宇
下
に
移
す
」
に
つ
い
て
へ
劉
氏
『
華
陽
国
志
校
注
』
に
指
摘
す
る

ご
と
工
数
才
の
張
覇
に
対
し
て
「
家
を
其
の
字
↑
に
移
す
」
は
情
理
に
合
わ
な
い
。
任
氏
も
,
数
歳
の
幼
童
に
成
人
が
師
事
す
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
L
へ
諸
生
が
も
し
童
子
で
あ
っ
て
も
自
ら
宅
を
移
す
こ
と
は
不
可
能
と
す
る
。
ま
た
,
1
故
に
字
し
て
鏡
と
日
ふ
」
の
下
に
,

『
後
漢
書
』
に
よ
っ
て
へ
「
厳
氏
公
羊
春
秋
を
治
む
」
を
補
っ
て
へ
こ
の
次
に
こ
の
妄
を
移
し
て
い
る
。
『
東
観
漠
記
』
(
『
北
堂
書
砂
』

巻
九
六
)
に
'
「
張
覇
へ
五
経
を
博
覧
す
。
孫
林
・
劉
固
等
並
び
に
之
を
慕
ひ
て
'
宅
を
其
の
傍
に
市
ひ
て
以
て
学
に
就
-
」
と
あ
っ
て
,

ほ
ぼ
『
後
漢
書
』
の
記
載
と
一
致
す
る
。
文
を
補
う
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
「
五
経
を
博
覧
す
」
が
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
,
『
華

陽
国
志
』
の
記
載
が
本
来
、
任
氏
校
改
の
ご
と
-
な
っ
て
い
た
の
か
断
定
は
で
き
な
い
。
『
東
観
漢
記
』
や
『
後
漢
書
』
の
記
載
の
方
が

理
屈
に
叶
う
の
は
確
か
で
あ
る
が
'
数
歳
で
礼
儀
を
知
る
張
覇
を
諸
生
が
慕
っ
た
と
誇
張
し
て
紹
介
し
た
い
の
が
『
華
陽
国
志
』
の
意
図

で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
気
も
す
る
。
校
改
に
は
'
や
や
無
理
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
へ
他
に
,
こ
の
「
諸
生
-
-
-
家
を
其
の
宇
下
に

移
す
」
は
'
も
と
も
と
本
文
で
は
な
く
注
記
の
文
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
,

や
は
り
「
後
へ
厳
氏
公
羊
春
秋
を
受
け
へ
遂
に
五
経
を
博
覧
す
」
等
の
文
が
補
わ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
母
に
啓
し
て
師
に
就
き
て
学
ば
ん
こ
と
を
求
む
。
-
-
-
故
に
字
し
て
鏡
と
日
ふ
」
に
つ
い
て
,
『
東
観
漠
記
』
(
『
御
覧
』
巻
四
二
)

に
は
'
「
九
歳
へ
春
秋
に
通
じ
へ
復
た
業
を
進
め
ん
と
欲
す
。
父
母
語
る
'
汝
へ
少
へ
何
ぞ
能
-
多
-
せ
ん
。
日
く
」
と
あ
る
。
呉
樹
平
『
東

観
漠
記
校
注
』
は
字
に
誤
-
が
有
ろ
う
と
し
へ
本
来
は
「
汝
小
何
能
へ
覇
日
」
と
あ
る
べ
き
で
,
こ
の
下
に
ま
た
脱
漏
が
有
ろ
う
と
い
う
。

ほ
ぼ
う
な
ず
け
る
が
'
「
多
」
は
削
ら
な
-
と
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
な
お
1
九
歳
」
は
,
『
後
漢
書
』
で
は
「
七
歳
」
と
す
る
。
『
益

部
者
旧
伝
』
(
『
御
覧
』
巻
三
八
五
)
は
『
後
漢
書
』
に
近
く
「
七
歳
へ
春
秋
に
通
じ
へ
復
た
余
経
に
進
ま
ん
と
欲
す
。
父
母
日
く
,
汝
,

小
へ
未
だ
能
-
せ
ざ
る
な
-
と
。
覇
日
工
我
へ
健
か
に
之
を
為
す
と
。
故
に
伯
鏡
と
字
す
」
と
あ
る
。

「
会
稽
太
守
と
為
り
'
乱
を
掻
き
治
を
興
す
」
に
つ
い
て
へ
会
稽
太
守
に
な
っ
た
の
は
'
『
後
漢
書
』
に
よ
れ
ば
,
永
元
(
和
帝
,
A
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六
)
中
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
へ
顧
奉
等
の
処
士
を
採
用
し
た
こ
と
の
影
響
等
を
先
に
紹
介
し
て
,
『
華
陽
国
志
』
が
先

に
列
ね
る
盗
賊
対
応
の
こ
と
を
後
に
L
へ
「
覇
へ
始
め
て
到
り
し
と
き
へ
越
賊
末
だ
解
け
ず
し
て
'
郡
界
,
寧
か
な
ら
ず
。
乃
ち
書
を
移

し
て
購
を
開
き
へ
倍
賞
を
明
用
す
。
賊
へ
遂
に
手
を
束
ね
て
帰
附
し
て
,
士
卒
の
力
を
煩
は
き
ず
。
童
謡
に
日
工
我
が
我
を
弄
て
,
戟

が
矛
を
摘
つ
。
盗
賊
尽
き
て
'
官
皆
休
ふ
と
」
と
す
る
。
司
馬
彪
『
続
漢
書
』
(
『
類
衆
』
巻
一
九
)
に
は
,
1
張
覇
,
会
稽
郡
と
為
り
,

越
賊
帰
付
す
。
童
謡
に
日
工
我
が
戦
を
弄
て
、
我
が
矛
を
摘
つ
。
盗
賊
尽
き
て
'
官
骨
休
ふ
と
」
と
あ
る
。
『
御
覧
』
四
六
五
引
に
は
,

「
-
-
-
会
稽
太
守
と
為
り
'
越
賊
手
を
束
ね
て
帰
付
す
-
-
-
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
『
後
漢
書
』
の
表
現
に
近
い
。
恵
棟
(
『
後
漢
書

補
注
』
巻
十
)
は
'
『
益
部
署
旧
伝
』
よ
-
'
や
や
異
な
る
盗
賊
迫
補
の
伝
記
資
料
を
紹
介
す
る
。
1
覇
,
海
に
入
り
て
賊
を
捕
ふ
。
疾
風

ぁ
り
て
晦
冥
L
へ
波
水
涌
き
起
こ
る
。
士
卒
へ
驚
き
て
覇
に
目
す
。
覇
日
工
恐
る
る
を
得
る
無
し
。
太
守
,
法
を
奉
じ
て
賊
を
追
ふ
。

必
ず
害
と
為
さ
ず
と
。
須
奥
に
し
て
、
風
静
か
に
披
止
む
」
と
あ
る
。
こ
の
話
に
つ
い
て
は
,
次
の
よ
う
な
点
で
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
へ
『
准
南
子
』
覧
冥
篤
に
'
武
王
が
肘
を
伐
っ
て
時
へ
「
陽
侯
の
披
,
逆
流
し
て
撃
つ
。
疾
風
あ
り
て
晦
冥
し
,
人
馬
,
相
ひ
見

ぇ
ず
」
で
あ
っ
た
が
'
目
を
怒
ら
し
て
己
が
決
意
と
使
命
を
表
明
し
た
と
こ
ろ
へ
「
風
へ
済
み
て
波
,
罷
む
」
と
あ
る
。
『
論
衡
』
感
虚
篇

に
'
武
王
の
意
志
表
明
と
風
の
止
ん
だ
こ
と
は
無
関
係
と
批
判
す
る
。
『
後
漢
書
』
列
伝
五
〇
下
泰
邑
伝
に
,
「
臣
聞
く
,
天
,
災
異
を
降

す
は
う
-
-
-
殆
ど
刑
諌
繁
多
の
生
ず
る
所
な
り
。
風
な
る
者
は
天
の
号
令
に
し
て
'
人
に
教
ふ
る
所
以
な
り
云
々
」
と
あ
り
,
李
注
に
,

「
翼
氏
風
角
に
日
く
'
風
な
る
者
は
天
の
号
令
に
し
て
'
人
君
に
謎
告
す
る
所
以
の
者
な
り
」
と
い
う
。
上
記
『
益
部
者
旧
伝
』
に
見
え

る
よ
う
な
説
話
は
'
張
覇
を
誘
え
て
そ
の
功
績
に
神
秘
的
迫
力
の
具
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
誇
張
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
'
こ
れ
に
'
武
王
と
天
変
地
異
の
モ
チ
ー
フ
や
'
『
後
漢
書
』
に
見
え
る
よ
う
な
天
人
感
応
や
災
異
の
思
想
が
影
響
し
て
い
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
な
お
へ
『
後
漢
書
』
列
伝
二
〇
下
郎
顔
伝
に
も
'
「
風
な
る
者
は
号
令
に
し
て
,
天
の
威
怒
な
り
云
々
」
と
あ
る
。
張

覇
の
盗
賊
平
定
の
偉
業
は
、
現
実
的
に
は
『
後
漢
書
』
等
に
見
え
る
よ
う
な
童
謡
に
よ
っ
て
讃
え
ら
れ
,
一
方
で
は
,
伝
説
的
神
秘
的
要

素
が
加
え
ら
れ
て
'
風
波
も
静
ま
っ
た
と
い
う
説
話
を
形
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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「
文
学
を
立
て
へ
学
徒
へ
千
を
以
て
数
ふ
。
風
教
大
い
に
行
は
れ
へ
道
路
に
但
だ
諭
声
を
聞
-
の
み
。
百
姓
へ
之
を
歌
詠
す
。
致
達
せ

る
名
士
,
顧
奉
・
公
孫
松
・
畢
海
・
胡
母
官
・
万
虞
先
・
王
演
・
李
根
へ
皆
へ
大
位
に
至
る
」
に
つ
い
て
へ
前
述
の
ご
と
く
へ
『
後
漢
書
』

で
は
,
こ
の
こ
と
を
盗
賊
処
理
の
こ
と
よ
-
も
先
に
紹
介
す
る
。
謝
承
『
後
漢
書
』
(
『
北
堂
書
妙
』
巻
七
四
)
に
は
'
「
会
稽
太
守
を
拝
し
'

素
行
有
る
者
へ
菅
之
を
擢
用
す
る
に
'
郡
中
へ
争
ひ
て
志
節
を
属
し
-
し
て
'
講
習
す
る
者
へ
千
を
以
て
数
ふ
。
道
路
に
但
だ
請
書
の
声

を
聞
く
の
み
」
と
あ
る
。
ま
た
『
益
部
署
旧
伝
』
(
『
御
覧
』
巻
二
六
二
)
に
は
'
「
張
覇
へ
字
は
伯
鏡
へ
会
稽
太
守
と
為
る
。
賢
士
を
挙
げ
へ

勧
赦
し
て
講
授
す
る
に
'
一
郡
慕
化
し
'
但
だ
墾
戸
を
聞
-
の
み
。
又
た
'
野
に
遺
冠
無
し
。
民
語
に
日
工
城
上
の
烏
鳴
き
て
'
父
母

を
晴
ふ
。
府
中
の
諸
吏
'
皆
へ
孝
子
と
」
と
あ
る
。
こ
の
『
益
部
者
旧
伝
』
の
資
料
は
や
や
記
述
を
異
に
す
る
が
へ
こ
の
「
民
語
に
口
く

云
々
」
は
『
華
陽
国
志
』
の
「
百
姓
へ
之
を
歌
詠
す
」
の
具
体
的
資
料
に
相
当
す
る
と
見
る
べ
た
こ
れ
を
省
略
は
し
て
い
る
が
'
十
分

に
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
へ
『
華
陽
国
志
』
の
も
の
は
'
他
に
無
い
畢
海
以
下
の
士
を
挙
げ
る
。
ま
た
へ
顧
奉
に
つ
い
て
は
へ

『
後
漢
書
』
列
伝
六
九
下
儒
林
伝
の
程
曾
伝
に
'
厳
氏
春
秋
を
習
っ
て
還
家
し
た
曾
に
'
会
稽
の
顧
奉
等
数
百
人
が
師
事
し
た
と
い
う
。

ま
た
,
『
三
国
志
』
呉
書
第
七
顧
薙
伝
に
'
「
顧
薙
、
字
は
元
歎
'
呉
郡
呉
の
人
な
り
」
と
あ
り
へ
莱
桧
之
注
の
『
呉
録
』
に
'
「
薙
曾
祖

父
奉
へ
字
は
季
鴻
'
穎
川
太
守
」
と
あ
る
。

「
遂
に
覇
に
五
更
を
授
け
」
に
つ
い
て
へ
『
後
漢
書
』
で
は
'
「
後
へ
当
に
五
更
と
為
る
べ
き
に
'
会
ま
病
み
て
卒
す
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
華
陽
国
志
』
が
'
授
け
ら
れ
'
年
老
い
て
卒
し
た
と
す
る
の
と
異
な
る
。
諒
に
も
異
な
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
へ
こ
の
注
の
最
初
に

紹
介
し
た
が
へ
任
氏
は
へ
こ
の
場
合
も
'
官
撰
・
私
撰
の
資
料
の
異
な
り
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
な
お
へ
恵
棟
『
後
漢
書
補
注
』
巻
1
0

は
,
『
漠
官
儀
』
(
『
後
漢
書
』
明
帝
紀
第
二
へ
永
平
二
年
冬
十
月
へ
-
-
復
た
'
辞
確
に
践
み
'
一
二
老
に
尊
事
L
へ
五
更
に
兄
事
す
云
々

の
李
賢
注
)
に
、
「
三
老
・
五
更
へ
首
妾
男
女
有
り
て
仝
具
す
る
者
に
取
る
」
と
あ
り
へ
張
覇
の
妻
敬
司
が
後
妻
な
の
に
五
更
と
な
り
得

た
の
は
,
か
の
女
が
覇
の
前
妻
の
子
を
隔
て
な
-
愛
し
た
故
に
、
首
妻
に
匹
敵
す
る
資
格
が
有
る
と
認
め
ら
れ
た
為
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

三
老
・
五
更
の
制
に
つ
い
て
は
へ
『
礼
記
』
文
王
世
子
に
「
遂
に
、
一
二
老
・
五
更
・
畢
老
の
席
位
を
設
-
」
と
見
え
る
。
そ
の
施
行
に
つ
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い
て
は
'
『
続
漢
書
』
礼
儀
志
に
'
「
其
の
徳
行
年
者
の
高
き
者
一
人
を
用
て
老
と
為
し
'
次
へ
一
人
を
更
と
為
す
な
り
云
々
」
と
あ
り
へ

そ
の
儀
礼
の
次
第
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。

「
大
学
に
尊
び
礼
す
」
に
つ
い
て
へ
原
文
は
'
「
大
学
」
を
「
文
学
」
に
作
る
が
'
屡
寅
本
注
に
よ
っ
て
へ
「
文
」
を
「
大
」
に
改
め
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
任
氏
・
劉
氏
や
『
東
洋
大
学
研
究
年
報
』
訳
注
も
改
め
て
読
む
。
な
お
劉
氏
は
、
地
方
の
学
校
は
文
学
へ
中
央
で
は
大

学
と
よ
ぶ
と
付
け
加
え
て
い
る
。

以
上
へ
　
『
華
陽
国
志
』
と
関
連
文
献
資
料
と
を
比
較
検
討
し
て
み
た
。
以
下
へ
　
『
華
陽
国
志
』
記
載
の
特
色
に
つ
い
て
言
及
す
る
　
(
-
)
へ

益
を
「
文
父
」
　
(
『
後
漢
書
』
で
は
憲
文
と
)
と
す
る
こ
と
。
(
‥
1
1
)
へ
「
五
更
」
を
授
け
ら
れ
て
後
卒
し
た
(
『
後
漢
書
』
で
は
'
授
け
ら
れ

よ
う
と
し
て
会
ま
卒
し
た
と
)
と
す
る
こ
と
。
(
一
3
)
　
『
後
漢
書
』
に
見
え
な
い
「
畢
海
」
以
下
の
処
士
名
を
掲
げ
る
こ
と
等
は
へ
こ
の
文

献
の
み
に
見
え
る
特
色
と
し
て
注
目
で
き
る
。
逆
に
『
後
漢
書
』
等
に
は
見
え
る
の
に
『
華
陽
国
志
』
が
記
載
し
な
い
も
の
と
し
て
は
、

(
i
)
へ
「
契
億
に
就
き
て
巌
氏
公
羊
春
秋
を
受
け
へ
遂
に
五
経
を
博
覧
す
」
や
'
「
契
億
の
刺
せ
る
巌
氏
暮
秋
の
'
猶
は
煩
辞
多
き
を
以
て
'

建
ち
減
定
し
て
二
十
万
言
と
為
し
'
更
め
て
張
氏
学
と
名
づ
-
」
等
い
わ
ゆ
る
学
問
的
方
面
に
つ
い
て
の
具
体
的
記
述
を
省
略
し
て
い
る

こ
と
。
(
‖
1
1
)
へ
盗
賊
懐
柔
に
つ
い
て
へ
　
『
後
漢
書
』
や
『
益
部
着
旧
伝
』
・
司
馬
彪
『
続
漢
書
』
等
に
見
え
る
具
体
的
記
載
を
採
ら
ず
へ

た
だ
「
乱
を
軽
め
治
を
興
す
」
と
ま
と
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
(
一
m
)
へ
老
氏
の
知
足
に
よ
っ
て
一
旦
職
を
退
-
記
載
を
採
ら
ず
'
単

に
「
郡
に
在
る
こ
と
十
年
」
と
ま
と
め
へ
議
郎
を
拝
す
る
に
続
け
て
い
る
　
U
)
へ
都
階
と
の
対
応
に
つ
い
て
も
省
略
す
る
　
(
>
)
へ
葬

儀
に
つ
い
て
の
遺
言
も
省
略
す
る
　
(
蝣
>
)
へ
習
師
等
が
本
行
を
追
録
し
た
こ
と
も
載
せ
な
い
。
以
上
へ
　
『
華
陽
国
志
』
は
、
当
人
を
で
き

る
だ
け
簡
単
に
紹
介
し
ょ
う
と
す
る
か
ら
'
賞
賛
に
値
す
る
記
載
資
料
の
み
を
で
き
る
だ
け
簡
略
に
し
て
列
ね
て
い
る
点
に
そ
の
特
色
が

あ
る
。
し
か
し
'
『
華
陽
国
志
』
が
'
『
後
漢
書
』
に
見
え
る
よ
う
な
記
載
資
料
を
す
べ
て
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
す
で
に
　
(
1
)
　
に
お
い
て
'
敬
司
の
遺
言
に
関
連
し
て
述
べ
た
如
く
か
の
女
の
遺
言
の
含
蓄
の
深
さ
や
記
載
意
義
は
'
葬
儀

に
関
し
て
の
謙
虚
な
配
慮
を
示
し
た
夫
張
覇
の
遺
言
と
の
対
応
に
お
い
て
こ
そ
明
確
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
敬
司
の
事
跡
を
ま
と
め
る
作
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者
に
お
い
て
'
張
覇
の
遺
言
に
関
す
る
記
載
資
料
が
仝
-
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
へ
む
し
ろ
考
え
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
華
陽
国
志
』

作
者
は
'
さ
ま
ざ
ま
の
資
料
を
収
集
・
整
理
し
省
略
・
簡
略
を
工
夫
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
後
漢
書
』
張
覇
伝
に
お
け
る
「
諸
子
に
遺
勅
し
て
日
-
ヘ
音
、
延
州
斉
に
使
ひ
し
て
云
々
」
に
つ
い
て
へ
直
接
の
関
連
は
無

い
が
へ
梁
鴇
が
同
様
の
遺
言
を
し
て
い
る
。
『
後
漢
書
』
逸
民
伝
(
列
伝
七
三
)
梁
鴻
伝
に
'
呉
に
在
っ
て
死
期
の
迫
っ
た
鴻
が
'
世
話

に
な
っ
た
皐
伯
通
に
'
自
分
の
死
後
へ
子
等
が
屍
を
郷
里
に
持
ち
帰
ら
ぬ
よ
う
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
と
季
子
の
故
事
に
よ
っ
て
伝
え
て
い

る
。
伯
通
等
は
う
鴻
を
呉
の
要
離
の
家
の
傍
に
葬
る
。
そ
の
後
へ
妻
子
は
扶
風
に
帰
っ
て
い
-
0

(
4
)
「
覇
の
前
妻
に
、
三
男
一
女
が
有
っ
た
。
敬
司
は
'
一
男
を
産
ん
だ
。
五
子
を
可
愛
が
り
導
い
て
'
情
愛
に
別
け
隔
て
が
無
か
っ
た
」

に
つ
い
て
へ
継
子
に
対
す
る
配
慮
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
張
覇
が
五
更
を
授
け
ら
れ
る
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
と
、
後
妻
敬
司
の
継
子
対
応

が
関
係
あ
ろ
う
こ
と
は
'
前
注
恵
棟
『
後
漢
書
補
注
』
　
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
劉
向
『
列
女
伝
』
に
も
'
「
魂
菅
慈
母
」
　
(
母
儀
)

や
「
斉
義
継
母
」
　
(
節
義
)
等
で
継
母
の
在
り
方
を
説
き
へ
　
『
後
漢
書
』
列
女
伝
に
は
'
『
華
陽
国
志
』
巻
1
0
下
漠
中
郡
の
「
穆
妾
」

(
「
程
祇
妻
」
)
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
「
陳
文
矩
妻
」
が
'
配
慮
深
き
継
母
と
し
て
称
え
ら
れ
'
「
飽
宣
妻
」
も
継
母
と
し
て
相
応
し

く
対
処
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
華
陽
国
志
』
で
は
'
他
に
へ
梓
撞
郡
の
「
王
堂
妻
」
が
継
母
と
し
て
の
自
覚
が
明
確
で
あ
る
。

(
5
)
　
「
敬
司
は
諸
子
と
与
に
菊
に
還
っ
た
」
に
つ
い
て
へ
　
『
後
漢
書
』
張
覇
伝
で
は
'
諸
子
は
'
河
南
の
梁
県
に
覇
を
葬
っ
て
'
こ
こ
に

家
し
た
と
し
て
い
る
。
実
際
に
は
'
敬
司
は
'
局
に
還
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
'
要
す
る
に
へ
　
『
後
漢
書
』
は
'
覇
を
葬
っ
た
以
後
の
家
族

の
消
息
に
つ
い
て
記
そ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
へ
次
注
を
参
照
。

(
6
)
　
「
子
の
光
起
は
'
母
数
を
授
か
り
受
け
て
'
将
士
と
な
っ
た
」
に
つ
い
て
へ
巻
1
0
中
広
漠
士
女
の
「
場
数
」
の
讃
注
に
'
「
少
-

し
て
楊
伸
桓
及
び
萄
郡
の
張
光
起
に
師
事
す
」
と
い
う
。
ま
た
へ
巻
一
二
の
「
士
女
目
録
」
に
は
'
「
文
学
へ
侍
仲
へ
漠
の
五
吏
張
覇
、

字
は
伯
鏡
へ
諒
を
文
父
と
日
ふ
」
に
続
い
て
へ
「
聴
士
へ
張
槽
へ
字
は
公
超
(
文
父
の
子
な
り
)
」
と
あ
り
へ
ま
た
へ
「
聴
士
へ
張
光
超
(
公

超
の
弟
な
り
)
」
と
あ
る
。
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兄
の
公
超
の
伝
は
へ
そ
の
断
片
が
'
『
書
紗
』
巻
九
六
の
　
『
東
観
漠
記
』
　
や
'
『
書
砂
』
巻
一
五
一
・
『
類
衆
』
巻
二
・
『
御
覧
』
巻
一

五
・
四
八
四
・
八
二
七
・
八
二
八
等
引
の
謝
承
『
後
漢
書
』
　
に
見
え
る
。
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
'
『
後
漢
書
』
列
伝
二
六
に
見
え
る
。
「
槽
へ

字
は
公
超
へ
　
厳
氏
春
秋
・
古
文
尚
書
に
通
ず
'
門
徒
へ
常
に
百
人
へ
賓
客
へ
之
を
慕
ひ
て
'
父
党
の
夙
儒
自
り
'
倍
に
門
に
造
る
'
車
馬
へ

街
に
填
つ
'
徒
従
へ
止
ま
る
所
無
し
へ
黄
門
及
び
貴
戚
の
家
へ
皆
へ
合
を
巷
の
次
に
起
て
て
'
過
客
往
来
の
利
を
候
ふ
て
槽
へ
其
の
此
の

如
き
を
疾
み
'
軌
ち
徒
り
て
之
を
避
-
'
家
貧
し
-
し
て
以
て
業
と
為
す
無
し
へ
常
に
魔
車
に
乗
-
て
県
に
至
り
て
薬
を
売
る
'
食
を
給

す
る
に
足
れ
ば
'
軌
ち
郷
里
に
還
る
'
司
隷
、
茂
才
に
挙
げ
て
、
長
陵
令
に
除
す
る
も
'
官
に
至
ら
ず
'
弘
農
山
中
に
隠
居
す
う
学
者
へ

之
に
随
ひ
て
'
居
る
所
市
を
成
す
'
後
へ
華
陰
山
南
へ
遂
に
公
超
市
有
り
'
五
府
へ
連
り
に
辞
し
て
'
賢
良
方
正
に
挙
ぐ
る
も
'
就
か
ず
'

-
-
-
-
性
へ
道
術
を
好
み
へ
能
-
五
里
の
霧
を
作
す
'
時
に
関
西
の
人
糞
優
も
亦
た
三
里
の
霧
を
作
す
'
自
ら
槽
に
如
か
ざ
る
を
以
て
'

従
ひ
て
学
ぶ
'
槽
へ
避
け
て
肯
へ
て
見
は
ず
へ
-
-
-
年
七
〇
へ
家
に
終
は
る
」
と
あ
る
。
な
お
へ
列
伝
七
二
上
方
術
伝
の
奨
英
伝
に
'

虚
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
英
に
対
し
て
へ
　
こ
の
張
槽
　
(
河
南
)
　
は
'
「
天
下
に
二
道
有
-
'
出
る
と
処
る
と
な
り
。
-
-
-
其
の
爵
禄

を
享
受
す
る
に
及
び
て
'
又
た
匡
政
の
術
を
開
か
ず
へ
進
退
へ
拠
る
所
無
し
」
と
詰
っ
て
い
る
。
「
性
へ
道
術
を
好
み
云
々
」
と
い
う
か
ら
へ

構
自
身
へ
方
術
者
的
性
格
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
へ
こ
の
批
判
言
を
出
す
困
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
任
氏
は
'
張
槽
伝
に
つ
い
て
へ
「
語
へ

奪
誕
多
L
へ
尽
-
は
信
ず
る
に
足
ら
ず
」
と
い
う
が
'
伝
中
の
「
五
里
の
霧
云
々
」
も
'
権
力
者
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
隠
遁
し
学
徒
を

集
め
た
こ
と
等
と
の
関
連
で
解
釈
す
べ
き
問
題
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
へ
　
い
ま
こ
れ
を
解
釈
し
出
す
具
体
的
資
料
が
不
足
し
て

い
る
。光
起
が
敬
司
の
実
子
で
'
公
超
は
'
「
覇
の
前
妻
に
'
一
二
男
一
女
が
有
っ
た
」
と
い
う
前
妻
の
子
(
『
後
漢
書
』
張
覇
伝
に
「
中
子
構
」

と
)
　
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
張
覇
伝
に
は
'
「
河
南
の
梁
県
に
葬
る
。
因
り
て
遂
に
蔦
に
家
す
」
と
あ
る
が
'
敬
司
の
伝
に
は
'
「
覇
が

卒
し
て
'
河
南
に
葬
っ
た
。
敬
司
は
諸
子
と
与
に
菊
に
還
っ
た
」
と
す
る
。
任
氏
は
'
前
妻
の
子
公
超
は
萄
に
帰
ら
ず
遊
世
し
て
嵩
華
の

間
に
講
学
し
た
と
す
る
。
張
覇
を
葬
っ
た
後
へ
敬
司
は
諸
子
と
共
に
菊
に
還
っ
た
と
し
へ
前
妻
の
子
も
行
動
を
共
に
し
た
よ
う
に
記
す
が
'



一
　
こ
の
時
へ
前
妻
の
子
公
超
は
'
別
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
『
後
漢
書
』
　
で
は
'
張
楢
が
張
氏
の
正
統
を
継
ぐ
か
た
ち
に
ま
と

1
 
4
　
め
て
お
り
,
事
実
と
し
て
,
公
超
以
外
の
前
妻
の
子
等
が
'
皆
へ
敬
司
と
と
も
に
葛
に
還
っ
た
の
か
否
か
明
確
に
は
で
き
な
い
。
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○
女
性
史
伝
記
資
料
と
し
て
の
特
質

(
1
)
へ
張
覇
の
前
妻
に
'
三
男
l
女
が
有
り
'
敬
司
自
身
は
後
妻
で
あ
っ
て
'
一
男
を
産
ん
だ
。
五
子
を
可
愛
が
り
導
い
て
'
情
愛
に

別
け
隔
て
が
無
か
っ
た
こ
と
。

(
2
)
へ
病
気
に
な
っ
て
'
諸
子
へ
の
遺
言
で
'
舜
と
二
人
の
妃
が
合
葬
さ
れ
な
か
っ
た
故
事
に
よ
り
へ
夫
は
梁
で
葬
ら
れ
た
が
'
葛
に

居
て
死
ぬ
わ
た
し
は
'
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
ら
よ
い
と
告
げ
る
こ
と
。

(
3
)
へ
子
の
光
起
は
'
母
数
を
授
か
り
受
け
て
'
(
後
に
)
聴
士
と
な
っ
た
こ
と
。

に
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
紙
数
制
限
の
た
め
へ
　
(
-
)
　
に
つ
い
て
の
み
論
述
す
る
。

家
の
主
婦
と
し
て
の
任
務
は
へ
　
そ
の
母
性
実
践
に
よ
っ
て
子
や
夫
に
'
家
や
親
や
祖
霊
へ
の
服
従
奉
仕
と
し
て
の
孝
の
実
践
を
誘
導
す

る
こ
と
に
あ
る
。
祖
霊
を
背
景
と
す
る
家
門
や
血
縁
の
繁
栄
や
発
展
の
た
め
に
家
族
制
を
整
え
構
成
員
の
服
従
奉
仕
を
完
遂
す
る
上
で
'

継
子
も
'
当
然
こ
の
人
間
組
織
の
構
成
員
と
し
て
確
実
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
血
縁
の
人
間
組
織
へ
己
を
奉
仕
す

る
こ
と
を
構
成
員
が
自
覚
納
得
せ
し
め
る
母
性
の
影
響
力
は
大
き
-
へ
そ
の
発
現
施
行
の
責
任
を
担
う
母
た
る
主
婦
は
'
重
要
な
位
置
を

占
め
る
こ
と
に
な
る
。
実
母
と
実
子
の
間
に
は
影
響
の
授
受
は
容
易
で
あ
る
が
'
家
族
制
が
'
本
来
へ
血
縁
の
親
子
の
間
に
生
じ
る
情
を

基
本
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
構
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
へ
継
子
に
対
す
る
母
の
感
情
は
複
雑
と
な
-
'
実
子
と
同
じ
巧
み
な
き
慈

愛
は
発
露
し
難
-
'
一
方
へ
継
母
に
対
す
る
子
の
慕
情
や
依
存
・
服
従
も
'
単
純
に
は
生
起
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
へ
家
に
お
け
る
諸

権
力
が
'
次
の
世
代
の
男
性
に
移
行
す
る
上
か
ら
も
う
家
の
母
性
と
し
て
の
己
の
権
限
が
ど
う
実
質
的
に
確
立
さ
れ
る
か
の
微
妙
な
問
題
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を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
'
実
子
以
外
の
子
と
の
対
応
に
直
面
し
た
へ
家
族
制
堅
持
発
展
で
の
母
性
実
践
の
重
任
を
背
負
う
母
や

妻
の
精
神
的
葛
藤
に
は
'
想
像
を
絶
す
る
諸
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
特
に
'
権
力
を
巡
る
職
烈
な
争
い
が
続
い
た
歴
代

王
室
の
人
間
抗
争
に
へ
こ
の
問
題
は
集
約
し
て
し
か
も
明
確
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
来
へ
継
母
・
継
子
へ
の
関
心
が
深
か
っ
た

の
は
当
然
で
あ
る
。
な
お
へ
　
こ
れ
に
関
す
る
母
の
自
己
犠
牲
や
継
子
問
題
に
つ
い
て
は
へ
拙
著
『
儒
教
社
会
と
母
性
』
　
-
　
母
性
の
威
力

の
観
点
で
み
る
漢
魂
晋
中
国
女
性
史
　
-
　
　
の
第
六
章
に
お
い
て
論
述
し
て
い
る
。

継
子
へ
の
拒
絶
反
応
は
'
母
性
を
本
能
的
な
角
度
か
ら
観
察
す
る
な
ら
へ
き
わ
め
て
自
然
と
い
う
他
な
い
で
あ
ろ
う
。
生
活
の
事
実
と

し
て
も
当
然
多
い
は
ず
の
継
子
拒
絶
行
為
が
'
理
想
に
乗
離
す
る
反
省
と
し
て
教
訓
資
料
と
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
わ
け
は
な
い
が
へ
こ
れ

は
へ
む
し
ろ
補
助
資
料
の
価
値
し
か
持
た
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
べ
き
目
標
へ
人
を
駆
り
立
て
る
た
め
の
教
訓
資
料
と
し
て
は
う
や

は
り
本
能
的
自
然
感
情
を
抑
圧
し
て
己
を
駆
使
し
た
努
力
人
間
が
'
役
立
つ
存
在
と
な
る
。
継
子
を
'
私
愛
を
越
え
て
慈
愛
対
応
し
た
継

母
が
賞
賛
さ
れ
る
伝
記
が
'
事
実
を
歪
曲
し
た
作
ら
れ
た
部
分
は
多
い
に
違
い
な
い
と
し
て
も
'
い
わ
ば
表
の
資
料
と
し
て
す
べ
て
が
事

実
の
如
く
に
し
て
大
切
に
さ
れ
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
た
-
前
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
へ
次
に
へ
継
母
の
寛
大
な
配
慮
を
賞
賛
す
る
伝
記
資
料
に
注
目
す
る
。
先
ず
へ
家
族
制
を
統
制
す
る
も
の
と
し
て
の
国
家
の
存

在
感
が
強
い
劉
向
『
列
女
伝
』
　
の
場
合
の
諸
資
料
を
見
る
。
「
母
儀
」
篇
の
「
魂
菅
慈
母
」
に
は
'
魂
の
苦
卯
の
後
妻
で
'
己
の
子
が
三

人
あ
っ
た
。
前
妻
の
子
五
人
有
っ
て
へ
　
こ
の
後
妻
を
愛
さ
な
か
っ
た
が
'
私
愛
を
抑
え
て
公
義
を
堅
持
し
て
'
己
の
子
以
上
に
慈
愛
を
以

て
接
し
'
王
の
令
を
犯
し
て
死
罪
に
問
わ
れ
た
前
妻
の
中
子
を
'
身
を
挺
し
て
救
う
。
全
て
を
慈
愛
で
教
導
し
て
'
八
子
共
に
魂
の
大
夫

卿
士
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
賢
明
」
篇
の
「
晋
過
衰
妻
」
で
は
'
遭
衰
は
て
か
つ
て
秋
に
居
て
'
秋
人
の
女
性
と
の
間
に
子
盾
を
も
う
け
る
。

帰
国
後
、
文
公
の
娘
で
妻
と
な
っ
た
造
姫
は
'
秋
に
置
い
て
き
た
母
子
を
迎
え
て
'
こ
れ
に
丁
重
に
対
応
し
て
盾
を
嫡
子
と
し
て
処
遇
し

た
。
後
へ
正
卿
と
な
っ
た
こ
の
継
子
は
'
腹
違
い
の
弟
の
出
世
を
支
援
す
る
。
ま
た
へ
「
節
義
」
篤
の
「
斉
義
継
母
」
で
は
'
殺
人
の
罪

で
捕
え
ら
れ
た
兄
弟
が
'
殺
し
た
の
は
己
だ
と
互
い
を
庇
い
合
っ
て
'
決
し
得
な
い
。
母
を
召
し
出
し
て
尋
ね
る
と
'
弟
の
方
を
死
罪
に
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せ
よ
と
い
う
。
理
由
を
質
す
と
'
兄
の
方
は
'
夫
が
死
ぬ
時
に
後
を
託
し
た
前
妻
の
子
で
あ
る
。
私
愛
に
泥
ん
で
公
義
を
廃
て
る
訳
に
は

ゆ
か
ぬ
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
'
劉
向
『
列
女
伝
』
で
は
'
母
や
妻
の
慈
愛
や
貞
節
愛
が
尊
ば
れ
へ
こ
の
力
に
よ
る
親
へ
の
孝
義
の
実
践
が
教
導
さ
れ

る
が
'
孝
の
上
位
概
念
と
し
て
の
忠
が
重
視
さ
れ
て
'
私
愛
を
抑
制
す
る
公
義
の
概
念
が
し
ば
し
ば
人
の
行
動
を
規
制
し
て
い
る
。
母
の

慈
愛
や
妾
の
貞
節
愛
が
導
-
孝
義
は
'
公
義
た
る
国
家
へ
の
忠
義
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
'
特
に
'
「
節
義
」

の
各
篇
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
'
同
篇
の
「
魯
義
姑
姉
」
は
'
敵
国
か
ら
攻
め
ら
れ
て
'
兄
の
子
の
手
を
引
き
、
己
の
子
を
抱

い
て
逃
げ
る
が
'
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
'
抱
い
た
己
の
子
を
捨
て
て
'
兄
の
子
を
連
れ
て
逃
げ
る
。
私
愛
に
泥
ん
で
公
義
を
廃
て
た
ら
へ

君
主
も
社
会
も
'
己
を
拒
絶
す
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
'
国
家
君
主
の
1
元
的
な
専
制
支
配
を
理
想
と
し
た
劉
向
の
'

君
主
の
権
限
を
頂
点
と
す
る
君
臣
観
・
人
間
観
が
反
映
し
て
い
よ
う
。
こ
の
意
味
か
ら
'
同
篇
の
「
蓋
海
之
妻
」
に
も
注
目
す
べ
き
特
色

が
認
め
ら
れ
る
。
戒
の
攻
撃
で
敗
北
し
た
蓋
の
偏
将
の
邸
子
は
自
殺
す
る
が
'
救
助
さ
れ
て
死
ね
な
い
。
妻
は
忠
臣
の
公
義
を
棄
て
て
妻

子
の
私
愛
に
泥
ん
で
'
生
き
恥
を
さ
ら
し
た
と
詰
っ
て
自
殺
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
'
い
ず
れ
も
'
孝
義
は
忠
義
の
実
践
を
経
由
し
て
完

成
さ
れ
る
も
の
と
の
立
場
を
明
確
に
す
る
。
夫
や
子
に
対
し
て
'
家
や
親
へ
の
孝
義
の
実
践
を
誘
導
す
る
存
在
で
あ
る
妻
や
母
が
'
公
義

と
し
て
の
忠
義
を
強
く
意
識
す
る
も
の
に
'
「
魯
秋
潔
婦
」
(
節
義
)
・
「
斉
田
稜
母
」
　
(
母
儀
)
・
「
周
南
之
妻
」
(
賢
明
)
等
が
有
る
。

以
上
へ
劉
向
『
列
女
伝
』
で
は
'
孝
義
が
勿
論
重
視
さ
れ
る
も
の
の
へ
そ
の
前
提
と
し
て
の
君
や
国
へ
の
忠
義
が
強
-
意
識
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
'
後
漠
以
後
に
お
い
て
は
'
む
し
ろ
親
や
家
へ
の
孝
義
実
践
へ
の
関
心
が
深
ま
り
先
行
し
'
忠
義
の
重
み
が
や
や
軽
減
さ
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
へ
孝
義
が
公
義
を
尊
重
す
る
理
念
で
あ
る
こ
と
は
'
す
で
に
『
孝
経
』
　
(
開
宗
明
義
)
　
や
『
礼
記
』
　
(
祭
義
)
　
に

お
い
て
も
明
確
に
語
る
こ
と
で
'
社
会
的
正
義
と
し
て
の
公
義
の
実
践
は
'
も
と
も
と
孝
義
を
語
る
上
で
の
要
諦
で
あ
っ
た
こ
と
を
看
過

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
後
漢
書
』
列
伝
二
九
は
孝
子
に
関
す
る
伝
記
を
収
録
し
て
い
る
が
'
こ
こ
で
も
社
会
的
公
義
と
し
て
の
社
会

的
人
間
愛
の
行
動
を
通
し
て
'
郷
村
を
中
心
と
す
る
共
同
体
に
お
い
て
人
々
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
孝
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
条
件
の
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一
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
　
(
こ
の
あ
た
り
の
事
柄
に
つ
い
て
は
へ
前
掲
拙
著
の
第
五
章
に
お
い
て
論
述
し
た
)
。
し
か
る
に
へ
こ
の
際
へ

こ
の
公
義
が
国
や
君
主
へ
の
忠
義
の
施
行
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
無
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
'
後
漠
時
代
以
後
の
へ
地

方
豪
族
伸
展
や
'
魂
晋
時
代
に
お
け
る
門
閥
貴
族
の
発
展
と
い
う
社
会
状
況
を
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
家
へ
の
孝
の
実
践
を
必
要
と
す
る
時
代
状
況
に
お
い
て
'
継
母
・
継
子
の
問
題
は
'
国
や
社
会
へ
の
体
面
よ
り
も
う
も
っ

と
直
接
に
家
の
問
題
と
し
て
切
実
な
関
心
対
象
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

『
後
漢
書
』
列
女
伝
で
'
「
飽
宣
妻
」
は
後
妻
で
飽
宣
の
子
を
出
世
さ
せ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
へ
　
こ
の
伝
で
直
接

に
指
摘
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
列
伝
一
九
に
見
え
る
飽
永
の
伝
に
'
「
後
母
に
事
へ
て
至
孝
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
「
飽
宣
妻
」

伝
で
'
子
の
飽
永
が
中
興
の
初
め
に
魯
郡
太
守
と
な
っ
た
と
し
へ
後
に
へ
そ
の
子
飽
豊
が
'
年
老
い
た
少
君
に
昔
の
苦
労
に
つ
い
て
質
問

し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
推
せ
ば
'
飽
宣
妻
少
君
は
、
後
妻
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
へ
す
で
に
恵
棟
『
後
漢
書
補
注
』
　
の
指
摘

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

直
接
に
後
妻
と
継
子
の
美
談
を
掲
げ
る
の
は
「
陳
文
矩
妻
」
で
あ
る
。
前
妻
の
四
人
の
子
が
有
っ
て
'
自
分
は
一
一
人
の
男
子
を
生
ん
だ
。

安
衆
令
で
あ
っ
た
夫
の
死
後
へ
　
四
人
の
継
子
に
は
'
己
の
子
以
上
に
昌
を
掛
け
て
や
る
が
継
母
に
懐
か
な
い
。
知
人
は
か
れ
等
の
不
孝
の

甚
だ
し
さ
を
見
か
ね
て
別
居
し
て
遠
ざ
け
よ
と
ま
で
忠
告
す
る
が
'
か
の
女
は
'
自
分
が
正
し
い
道
で
導
い
て
や
れ
ば
自
ず
と
善
に
至
る

と
信
じ
て
い
る
と
答
え
る
。
後
へ
継
子
の
長
男
が
大
病
を
患
っ
て
親
身
の
看
病
を
し
て
や
る
。
母
の
偽
ら
ざ
る
慈
愛
に
'
継
子
た
ち
は
改

心
す
る
。
こ
の
こ
と
が
郡
守
に
伝
わ
と
母
は
表
彰
を
受
け
賦
税
が
免
除
さ
れ
た
。
四
人
の
継
子
た
ち
は
'
そ
の
後
は
'
継
母
の
教
え
に

従
い
'
各
々
に
立
派
な
社
会
人
と
な
っ
た
。
こ
の
話
は
『
華
陽
国
志
』
巻
一
〇
下
漠
中
郡
で
は
'
「
程
祇
妻
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
(
た

だ
し
、
継
子
の
長
子
を
看
病
す
る
件
は
な
い
)
。
こ
の
話
は
基
本
的
に
'
前
傾
劉
向
『
列
女
伝
』
　
の
「
貌
菅
慈
母
」
　
(
母
儀
)
　
に
酷
似
す
る
。

い
ず
れ
も
'
母
は
己
の
子
以
上
に
継
子
に
気
を
遣
う
が
'
継
子
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
い
。
し
か
し
、
継
子
の
一
人
が
進
退
極
ま
る
状
況

に
立
た
さ
れ
て
へ
継
母
の
実
母
以
上
の
配
慮
を
痛
感
し
て
改
心
す
る
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
た
だ
し
へ
道
徳
行
為
を
指
令
す
る
根
源
に
異
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な
り
が
認
め
ら
れ
る
。
「
魂
菅
慈
母
」
　
で
は
'
母
は
'
世
間
の
公
義
を
気
に
し
て
私
愛
を
抑
制
し
て
い
る
。
己
に
道
徳
的
精
神
緊
張
を
も

た
ら
す
も
の
は
生
殺
与
奪
の
権
限
を
行
使
す
る
権
力
者
で
あ
り
'
価
値
評
価
を
統
括
す
る
存
在
と
し
て
の
我
国
の
王
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
へ

「
陳
文
矩
妻
」
の
場
合
は
'
評
価
称
揚
す
る
郡
守
が
登
場
し
て
は
い
る
が
'
母
は
'
外
か
ら
の
評
価
や
指
令
を
特
に
気
掛
け
る
よ
う
に
は

見
え
ず
'
慈
愛
実
践
を
課
す
る
指
令
は
'
己
自
身
の
内
部
な
い
し
家
へ
の
配
慮
か
ら
発
せ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
家
門
へ
の
主
体
的
意
識

が
定
着
し
て
い
く
後
漠
時
代
の
社
会
的
状
況
に
程
よ
-
適
合
す
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
他
に
'
『
華
陽
国
志
』
巻
一
〇
下
梓
撞
郡
の
「
王
堂
妻
」
は
'
前
婦
人
の
子
一
男
二
女
へ
己
の
子
三
男
二
女
が
有
り
'
隔
て
な
く

愛
育
し
た
。
他
に
へ
　
や
や
条
件
が
異
な
る
が
'
夫
に
早
-
死
に
別
れ
て
'
己
以
外
の
子
を
養
育
し
た
者
と
し
て
'
巻
一
〇
上
萄
郡
の
「
公

来
会
妻
」
・
「
便
敬
妻
妾
」
が
有
り
'
巻
一
〇
中
性
為
郡
の
「
張
惟
妻
」
は
'
兄
の
子
を
養
育
し
て
い
る
。
『
晋
書
』
列
女
伝
に
は
'
「
杜

有
道
妻
」
は
'
夫
の
死
後
遺
子
を
育
て
上
げ
て
か
ら
偉
玄
と
再
婚
L
へ
玄
の
前
妻
の
子
を
出
世
さ
せ
て
い
る
。
「
郵
休
養
」
は
'
前
妻
の

娘
と
舅
の
遺
庶
子
を
養
育
し
て
い
る
。
ま
た
へ
「
李
玄
盛
妻
」
は
∵
前
妻
の
子
を
己
の
子
以
上
に
撫
育
し
た
と
い
う
。

『
後
漢
書
』
以
後
の
資
料
で
は
'
一
般
に
へ
私
愛
を
抑
圧
し
て
義
理
の
愛
を
実
践
す
る
場
合
に
'
君
主
や
国
家
を
建
前
と
す
る
事
例
は

見
ら
れ
な
い
。
私
の
家
門
の
維
持
繁
栄
が
公
の
国
家
の
制
約
を
越
え
て
優
先
し
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
例
え
ば
'
「
陳
文
矩
妾
」

(
程
祇
妻
)
　
は
'
郡
や
県
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
へ
　
こ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
郷
村
社
会
の
評
判
を
気
に
掛
け
る
と

い
う
意
味
で
の
公
義
は
大
切
に
さ
れ
た
に
違
い
な
い
が
'
も
は
や
公
に
お
け
る
君
主
の
権
限
は
占
め
る
実
質
的
な
位
置
を
持
た
な
か
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
'
豪
族
の
伸
展
・
門
閥
貴
族
の
繁
栄
と
い
う
後
漠
か
ら
貌
晋
時
代
の
社
会
的
政
治
的
状
況
を
反
映
し
て

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

(
本
稿
は
'
平
成
六
年
度
科
学
研
究
費
一
般
研
究
B
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
)



- 19 -　　　　　　『華陽国志』列女伝記研究(I) (下見)

「学相国志」列女侍迂研究( 1 )

I'.!　ふ　t

「隼相国志」据偉力晋代常魂(生卒年代推定公元3世紀～公元4世皇己)所

撰写。内容i己我了仇古代至永和三年(公元347年)之同的四川.云南・貫州・

甘粛・侠西・湖北等地区的盾史・地理。特別是在第10巻的上・中・下篇的先野

士女賛中,収集了仇枚代到晋初年的貯士和列女的侍迂o　注些資料被汰力対女性

史的研究具有服高的伶値。在上篇中,記載了苛郡的列女12人,巴郡的部分在上

篇中現在巳不存在(但只在日哀中i己戟了列女8人)。在中篇中,記載了「枚郡的

列女11人,健力郡的列女9人。在下篇中,介招了況中郡的列女9人,梓滝郡的

列女3人(男外,在3巻中i己戟了符鼻的先泥和女)。在速部事中被記載和賛美的

女性,有以卓越的兄現和伏秀的品徳支持丈夫和凡子的社会活劫的女性,也有含

辛茄苦地守炉家族和維持家l「遥拝的妻子和母兼,同吋也記載了力了保持貞事,拒

絶再婚的女性,迂有力了固守貞操,自弟身亡的女性,更有力了丈夫献身而死和

殉情而死的女性,以及力了尋抜身亡的丈夫和父某的F体技河入水的妻子和女)Lo

不快如此,在此事中込高度坪伶了具有高度学同、教弄以及具有手吉見iR的女性.

通達対送-資料的槍正和考察,筆者カ国以此作為研究中国女性史的一端,更為

瑳畑地退行探討・研究,同町仇盾史的・思想史的角度,綜合地明碗迂-資料的

俳値。井且カ国具体地開明在儒教社会中,女性在賦予男性社会的存在意叉上折

起的決定性的重要作用。




